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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
　

＜連絡事項＞

・第２駐車場は手前から軽車両、中列が中型車両、奥が大型車両の場所となっている。区分が守れない場合はマイカー通勤禁止となる。通路側に駐車する時は、車が通れるか確認し駐車する事。
＜外来情報＞

· 秋山　和子様～「8/2(水)の日八戸三社大祭を観に行きたいが、母親に止められて迷っている」と　　　　　　

　　　　　　　　　訴えあり。

· 淡路　智恵子様～今日が誕生日だと報告あり。たばこを１日１箱半吸っていて、タバコを止めたい　

　　　　　　　　　　と訴えあり。

･　溝口　キク様～「タバコを５本吸っていて、夜になると咳が出る」と訴えあり。タバコを止めるよう主治医より指導あり。

･　中村　鶴子様～眠気・だるさ訴えあり、眠剤を半分に減薬となっている。

･　其田　淑子様～血圧は異常ないが尿酸値が高値のためザイロリック処方となる。

＜利用者様情報＞

· 村上　元道様～本人より、外来受診日にもデイケアを利用したいと相談あり。昨日の外来時に主治
　　　　　　　医へは相談しとのこと。青山荘職員とも相談し、良いのであれば利用可能である事
　　　　　　　を説明している。

· 鈴木　恵美子様～昼食前に体調不良訴え聞かれ、顔面蒼白・全身の冷感あり「フラフラするような
　　　　　　　　感じがして歩くのが怖い」と話されている。今朝の食事摂取状況について確認す
　　　　　　　　ると「今朝は食べる気がしなくて１口位しか食べてこなかった」とのこと。低血
　　　　　　　　糖症状であることも考えられる為、昼食は配膳し摂取して頂いている。昼食全量
　　　　　　　　摂取され、摂取後より顔色良好、全身の冷感も改善され「具合良くなった」と話
　　　　　　　　されている。

＜プログラム検討＞

○プログラム書式検討

　検討内容～・個別と集団による用紙の分別

　　　　　　・プログラムの目的を提示出来る形を作成する事により、メンバーに対する利用目的及び実施目的の明確化

　　　　　　・スタッフ間でのプログラム実施目的の周知

　上記内容を踏まえて15日までに書式例を作成し、再度検討する場を設ける。

○納涼会　進行状況報告

　・企画書は先週に許可が降りている為、8月25日実施にて決定。

　・スタッフの担当・役割分担については、スタッフの移動並びに勤務の都合がある為再度調整し来週中にスタッフへ提示出来る形をとる。

　・参加費の徴収については8月１日～10日の間で行う。

　・当日実施する屋台の作成は7月25日より開始する予定の為、必要物品については7月20日までに担当スタッフへ発注依頼する事。

　・当日スタッフで運営する屋台及び、デイケアメンバーの屋台が未決の為、早期に検討する場をも設け決定する予定。

＜勉強会＞

～隔離室について～

　　患者の自由と行動を強く制限するので、その使用にあたっては適切な配慮と慎重さが必要である。入室中は頻回に巡回して、きめ細かい観察と援助を行い、早期退室を目指す。

　　出入り口が施錠されていて患者の意思では入退室が出来ない個室であり、精神科特有のものである。

　使用目的　①治療上患者の保護が不可欠　　　　　　　　一般的記述として

　　　　　　②自傷・他害が切迫している　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　③躁状態などで他人への著しい迷惑　　　　臨床はその時々の個が展開

　　　　　　④（迫害妄想）入室希望　　　　　　　　　　　

　　

利用する意図はあくまでも患者を危険から守り、かつ保護することで心身共に安静を保証する場でなければならない。

使用の決定には必ず医師、（精神保健指定医）の指示が必要である。

使用の基準　・～１２時間以内

・～１２時間以上

　　実際には興奮している状態の中で使用することが多く、入室時には多くのスタッフ（医師含め）で関わることが殆どである。その時には精一杯誠意をもって説明することが大切である。

